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馬込から気持ちのよい風が吹いてくる

閉じられた山門（6月2日午後4時） 仮設入口の迂回スロープ（6月2日午後3時） 袖塀の瓦が取りはずされ、改修工事がスタート
（6月1日午前10時）
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第28号萬福寺だより

ご家族そろってお出かけください！！
7月13日木 盂

う

蘭
ら

盆
ぼん

会
え
（お盆精霊迎） ● 7月23日日 大

だい

施
せ

餓
が

鬼
き

会
え

 ● 9月23日土 秋彼
ひ

岸
がん

会
え

期間 6月1日～11月10日

山門の「屋根葺
ふ

き替
か

え工事」が始まりました
仮設入口（迂

う

回
か い

スロープ）をご利用ください
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新住職の就任を祝い、「萬福寺」の興隆を願って

❶ 安
あん

下
げ

処
しょ

（梶原殿）
新命住職（安本由道ご住職）、
お稚児さん・檀信徒代表者が
列を作って出発します。

※沿道でご観覧ください。

11：30　❹ 晋山開
かい

堂
どう

12：30　❺ 首
しゅ

座
そ

法
ほっ

戦
せん

式
しき

※本堂前に移動して記念撮影

14：00　❻ 前住安本利正大和尚

               参
さん

回
かい

忌
き

法要

15：00　❼ 檀信徒総
そう

回
え

向
こう

11：00　山門頭（前）に到着

❸ 山
さん

門
もん

法
ほう

語
ご

  
※お稚児さんは記念撮影の後、梶原殿へ戻ります。

❷ 稚
ち

児
ご

行列

❶ 安下処（梶原殿） 安下処とは「旅装を解く所」をいいます。当日、入山する準備を整える所です。

❷ 稚児行列
男の子は烏帽子、女の子は金の冠をかぶり、金襴の衣装に、はかま姿で、お寺まで行列行進します。お檀家を問わず、
3 歳から 12 歳までのお子さんは、だれでも参加できます。事前に寺務所までお申し込みください。

❸ 山門法語
お寺に入るにあたっての最初の法語を述べます。法語とは、仏の教えをあらわす言葉、香をねんじて唱える言葉
をいいます。ここから晋山式が始まります。

❹ 晋山開堂
本堂に入って新命住職は多くの人を導く説法を行うための場所を開きます。そのため須弥壇（しゅみだん）に上り、
御本尊様や歴代住職、檀信徒のご先祖様などに法語をお唱えします。

❺ 首座法戦式
首座（集まった修行僧の先頭に立つ僧侶）が、禅の修行やさとりについての問答を交わす儀式です。問答を交わ
すことから法の戦い、「法戦式（ほっせんしき）」といわれます。

❻
前住安本利正大和尚
参回忌法要

昨年 1 月 8 日にご遷化された前住二十六世太真利生大和尚の参回忌法要を執り行います。

❼ 檀信徒総回向
晋山式を終えた新命住職が、初めて緋の衣を着けて行う法要で、檀信徒各家のご先祖様にお礼の報告をし、御回
向を致します。

　先代の太真利正大
だい

和
お

尚
しょう

様が遷
せん

化
げ

され、安本由道ご住職（「新
しん

命
めい

住
じゅう

職
しょく

」といいます。）を檀信徒が正式に萬
福寺に迎え入れる儀式・式典が「晋

しん

山
さん

式」です。檀信徒が中心になって行うもので、ご住職の代替わりであ
り、檀信徒にとっても貴重な体験となります。
　新命住職にとっては一世一代のことであり、檀信徒にとってはご先祖を末永くお祀りする菩

ぼ

提
だい

寺
じ

をお守り
し、かつ自分たちを安

あん

寧
ねい

に導くご住職を迎え入れる大切な式典です。下記の内容で進行いたします。皆様ご
一緒にお祝いしましょう。（萬福寺護持会）

梶原殿

山門頭

本堂 晋山式（新命住職就任式）進行表

10：30　スタート

※�お参りの方が多数の場合でも、檀信徒の
皆様は、仮設テントまたは梶原殿のモニ
ターでご覧いただけます。
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春
彼ひ

岸が
ん

会え

法
要
　
平
成
29
年
3
月
20
日（
月・祝
）

落
語
会
　
大
勢
の
参
詣
者
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た

萬福寺の行事はどなたでも参加できます。

「ミニバラ」の苗をプレゼント 春風亭柳朝師匠による落語会

ホテル観洋の女
おか み

将・阿部憲子様（写真左）から
育英学院・生駒文男様に萬福寺からの寄付金が
手渡されました

昨年9月の県大会で個人総合優勝した育英学院
の久保田さん（高校生＝写真左）

元気に珠算に取り組む子供たち

大人気のけんちん汁

　
去
る
３
月
20
日
（
月
）、
春
分
の
日

に
行
わ
れ
た
春
彼
岸
会
法
要
で
は
、
法

要
に
先
立
っ
て
今
年
で
３
回
目
と
な
る

落
語
会
が
午
後
１
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
元
・
大
森
に
お
住
ま
い
の
六

代
目
・
春
風
亭
柳
朝
師
匠
の
熱
演
に
よ

る
廓
く
る
わ

噺ば
な
し「

明あ
け

烏が
ら
す」、

豊と
よ

臣と
み

方
の
荒
武
者

７
名
に
よ
る
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
茶
会
を

扱
っ
た
「
荒あ
ら

茶ち
ゃ

」
の
２
題
に
、
本
堂
に

詰
め
か
け
た
大
勢
の
参
詣
者
か
ら
大
き

な
笑
い
が
沸わ

き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
、
安
本
由
道
ご
住

職
式
師
の
も
と
、
10
名
の
僧
侶
に
よ
る

彼
岸
会
の
法
要
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
天
気
も
よ
く
、
境
内
で
は

護
持
会
役
員

の
女
性
部
の

方
々
に
ご
準

備
い
た
だ
い

た
「
け
ん
ち

ん
汁
」
が
参

詣
者
に
振
る

舞
わ
れ
る
と

と
も
に
、
12

時
か
ら
「
ミ

　
萬
福
寺
で
は
、
こ
れ
ま

で
「
ト
ン
汁
」
や
「
甘
酒
」

「
芋
煮
」「
け
ん
ち
ん
汁
」

な
ど
の
振
る
舞
い
の
際
に

置
い
た
募
金
箱
に
寄
せ
ら

れ
た
浄
財
を
取
り
ま
と
め
、

被
災
地
に
お
送
り
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
宮

城
県
南
三
陸
町
の
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋

様
を
通
じ
て
、
こ
の
寄
付
金
を
お
受
け

取
り
い
た
だ
い
た
そ
ろ
ば
ん
塾
「
て
ら

こ
や
」
育
英
学
院
様
か
ら
次
の
よ
う
な

お
礼
の
お
便
り
と
、
子
供
た
ち
の
写
真

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
珠
算
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
が
自
信
を
持
ち
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
南
三
陸
に
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」（
平
成
28
年
10
月
、

育
英
学
院
・
生
駒
文
男
様
の
お
礼
状
か

ら
抜
粋
）。

　
育
英
学
院
様
は
震
災
の
年
の
秋
か
ら

ホ
テ
ル
観
洋
様
と
連
携
さ
れ
、
無
料
で

被
災
地
の
3
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
子
供

た
ち
の
学
習
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
萬
福
寺
一
同
）

ニ
バ
ラ
」
の
苗
1
0
0
個
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

東日本大震災の
被災地からの便り
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編集後記
　いよいよ萬福寺山門の工事が始まりました。お参りの方 に々はご案内の通
り正面向かって左側の仮通路をお上りいただくことになります。今年の秋の
晋山式までには茅葺き屋根の葺き替えも終わり、新装なった山門前で、稚
児行列をはじめ、おめでたい儀式が行われる予定です。完成までご不便を
おかけしますが、何卒お許しください。
　先日までの木々の若葉も、すっかり初夏の装いとなりました。お盆やお施
餓鬼の行事も間近です。皆様のご参詣をお待ちしております。
　また、秋の晋山式のため恒例行事の「秋の研修バス旅行」と、「萬福寺
だより」冬の号（12月１日号）はお休みいたします。次号は春の号（平成
30年３月１日号）となります。

発行／曹洞宗 萬福寺護持会 〒143─0025 東京都大田区南馬込１丁目49番１号　電話  03─3771─2025　FAX  03─3771─2140　　 編集責任者　城下 君子

御葬儀・法要の連絡は
萬福寺本堂総受付まで
　法要は「追善法要」ともいい、故人が浄土で安楽であるよう
にと願いを込めて行うものです。年忌法要は葬儀とは違い予定
が立てられます。できれば半年前、少なくとも3カ月前には準備
を始めましょう。

※梶原殿の会場使用につきましては、他社の葬儀社も利用できます。

御葬儀・法要・諸行事のお問い合わせ・お申し込み

萬福寺本堂総受付 ☎03─3771─2025

萬福寺の行事はどなたでも参加できます。萬福寺の公式ホームページをご覧ください。
http://www.manpukuji.or.jp馬込萬福寺 検 索

仏事のご案内

イベントのご案内

INFORMATION

12.14

12.31

沐
も く

浴
よ く

式
し き

・御開帳

歳
さ い

末
ま つ

諷
ふ

経
ぎ ん

 大
だ い

般
は ん

若
に ゃ

会
え

御
ご

祈
き

祷
と う

諷
ふ

経
ぎ ん

除夜の鐘つき

9.23 秋彼
ひ

岸
が ん

会
え

法要
午後1時から法話、2時から法要

秋分の日、ご家族お揃いでお出かけください。

10.28 鬼
き

子
し

母
ぼ

神
じ ん

祈
き

願
が ん

法要
午前11時から法要

お子様の健やかな成長、家内安全を願ってご参詣ください。

11.23 晋
し ん

山
さ ん

式
し き

新命住職だけでなく、檀信徒にとっても一世一代の
イベントです。

午前10時30分に安下処出発、11時から晋山式

ご住職による年に一度のお身拭いの儀式が行われます。

午前11時から本尊阿弥陀如来三尊仏が御開帳

今年1年を締めくくる法要が行われ、新年を迎える鐘つき
を行います。
1月2日、3日も午前11時から大般若会御祈祷が行われます。

午後11時から法要

10.14 するすみ祭

ポニーの体験試乗、お餅
つき、木曽馬との記念撮
影をお楽しみいただきま
す。

午前10時から境内で開催

ご家族・ご近所お誘い合わせのうえ、ご参詣ください

11.11 2.11/ 写経会

「般若心経」を下敷きにして、心静かに写経していただき
ます。

午後1時から3時（当山客殿・大広間、椅子席）

7.23 大
だ い

施
せ

餓
が

鬼
き

会
え

法要

萬福寺最大の行事です。大勢
の僧侶が読経しながら堂内を
巡る姿は壮観です。

午後1時から法話、2時から法要

7.13 盂
う

蘭
ら

盆
ぼ ん

会
え

法要（お盆精霊迎）

ご先祖様の精霊を生家にお迎えする行事です。ご親族そ
ろってお出かけください。

正午（12時）から新盆法要、1時から法話、2時からお盆法要


